
⼤阪府では平成29年度から福祉事業所と農家等のマッチングを⾏い、数⽇間の『農業インターンシップ』を通じて、作業請負や雇⽤契約について双⽅が検討していただく取組（ハート
フルアグリトライアル促進事業）を進めています。

ハートフルアグリトライアル促進事業の概要

農家(インターンシップ受⼊)
→障がい者の農業に対する
適性を把握

福祉事業所福祉事業所

障がい者
→⾃⼰の適性を認識

農家で農作業体験
（指導者の同⾏）
農家で農作業体験
（指導者の同⾏）

就労⽀援の⼀環就労⽀援の⼀環

１st STEP
障がい者就労継
続⽀援事業所に
よる就労⽀援

障がい者の農作業の受
け⼊れを⽀援することで、
農業者と福祉事業所
の連携を促進する

障がい者の⾃⽴⽀援と農業者の
新たな労働⼒の確保を図る

企業等の参⼊だけでは、
担い⼿の確保（障がい者雇⽤）の

広がりが限定的

福祉事業所と農家等の
マッチングによる

農業インターンシップの実施

農業の担い⼿として障がい者雇⽤
＋ 農業の経営改善(規模拡⼤)
＋ 障がい者の雇⽤・就労の拡⼤

作業請負・雇⽤契約へ︕

ハートフルアグリトライアル促進事業

１．概要

３．事業イメージ

２．背景と⽬的

４．展開⽅向

2st STEP
農業インターンシップの
実施
⇒障がい者⾃⾝の適
性把握
⇒農家等による福祉
事業所との請負契約
及び障がい者雇⽤の
可能性の検証

3st STEP
農業インターンシップを通じ、
⼀般就労等へステップアップ
⇒農家等による障がい者雇
⽤、作業請負の促進


